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して形成され, そして, どのように使われているのか, その実態の一端を明らかにしたいと
思う。
本稿では, まず第１章で, 本稿で用いる「ホーム」の概念について, その理論的な背景を
簡単に整理する。第２章では台湾に住むインドネシア人の概況について紹介する。その圧倒








































のだけでなく, 科学研究費補助金 (基盤研究 (B) 一般) ｢東南アジアにおける人の移動と帰還移民の
再統合に関する社会人類学的研究」(研究代表者：首都大学東京・伊藤眞教授) によって2010～2012
年度に実施された台湾調査の成果も含まれている。なお, 本共同研究プロジェクトの経費によって
2013年 8 月及び2014年 8 月に台湾調査を実施し, 本稿をまとめる上で不可欠なデータを収集した。




する総合的研究 (Ⅱ)」(16連254) でも, 千葉県と東京都に住むインドネシア人ムスリムの調査を実
施している。
販売, インドネシア料理 (店によっては週末のみ), 雑誌・CD・DVDなどの娯楽メディア,






ン (Lan, Pei-Chia) は, このコミュニティの特徴を的確かつ簡潔に以下のように記述してい
る｡「台湾におけるインドネシア人労働者のコミュニティは空間的に限定され, 常に活動的
なエスニックな飛び地 (enclave) として現れるわけではない。コミュニティの活動は間歇的,
つまり平日は休止していて, 日曜日だけ活動的になり, そして, そのメンバーは流動的で,
ほとんどの移住労働者はコミュニティに居住してなく, 休日だけ消費者としてコミュニティ
を訪れる」[Lan 2006 : 182]。このようにエスニックな店舗が密集する地域について, アミッ























展開しているのが, グプタとファーガソン [Gupta and Ferguson 1992] である。この論文の
結論部分で書かれているように,「私たちは現代世界においてどのように空間が再領域化さ








最初にインドネシア労働者海外派遣･保護庁(Badan Nasional Penempatan dan Perlindungan
Tenaga Kerja Indonesia : 略称は BNP2TKI) が発表した2015年版の報告書 [BNP2TKI 2015]
に基づいて, インドネシアの労働者送り出しの現状と推移について概観をまとめよう。2011
年以降の年ごとの送り出し数の変化をみると, 2011年が586,802人であったが, その後減少
傾向となり, 2015年には275,736人にまで減っている。男女比はほぼ男性 4 割, 女性 6 割で






シアとシンガポール, 東アジアの台湾と香港, そして中東のサウジアラビアが上位 5カ国に
入っている。この 5カ国に, アラブ首長国連邦, カタール, 韓国, アメリカ, オマーンが続
く。
2015年のデータから移住労働者のプロフィールをみていこう [BNP2TKI 2015 : 810]。職





働になり, 彼女自身の家族の問題と深く結びついている。最終学歴は, 小学校卒33％, 中学







KDEI)4) で入手したデータ (2010年11月) [Bidang Imigrasi 2010] によれば, 第一位のイン
ドネシア人は, 外国人労働者総数378,083人のなかの154,596人 (40.89％) を占めている (表
２参照)。 2番目がベトナム人で, 以下, フィリピン人, タイ人と続いている。2012年のデー
タでも, この国別順位は変わってなく, インドネシア人労働者が全体の42.19％を占めてい
る [Tseng and Lin 2014 : 13]。最新のデータによると (2016年12月現在)5), インドネシア人
労働者の総数は, 6 年間で約10万人近くも増加し, 245,180人に達している。台湾の人口が












Dagang dan Ekonomi Indonesia) が台湾におけるインドネシア大使館のような役割を果たしている。
5）https://simpati.kdei-taipei.org/v2/infografik#/tki (最終確認2017年 3 月 2 日)
6）外務省の基礎データによる。http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/taiwan/data.html (最終確認2017年 3 月
2 日)
7)「海外のインドネシア人労働者の派遣と保護に関するインドネシア共和国法2004年第39号 (Undang-
Undang Republik Indonesia Nomor 39 Tahun 2004 Tentang Penempatan Dan Perlindungan Tenaga Kerja
Indonesia Diluar Negeri)
8）BNP2TKI [2015 : 9] に掲載されていた表をもとにして筆者が作成。
表１ 国別年間インドネシア人労働者送り出し数 (上位 5カ国のみ)8)
順位 送り出し先 2012年 2013年 2014年 2015年
１ マレーシア 134,069 150,250 127,827 97,635
２ 台湾 81,071 83,544 82,665 75,303
３ サウジアラビア 40,655 45,394 44,325 23,000
４ 香港 45,478 41,769 35,050 15,322
５ シンガポール 41,556 34,655 31,680 20,895





食事の支度, 掃除, 洗濯などさまざまな家事や雇主の手伝い (店舗を経営している場合は店
番など) を当たり前のように押し付けられているので, ここでは介護／家事労働者という表
現を使うことにする。契約期間は最大３年間であり, たとえ同じ雇用者宅で働く場合でも,




















ベトナム フィリピン タイ その他 合計
産業部門 20,949 52,778 54,489 64,633 10 192,859
％ 10.86 27.37 28.25 33.51 0.01 100
サービス部門 133,647 27,018 23,306 1,252 1 185,224
％ 72.15 14.59 12.58 0.68 0.00 100
合計 154,596 79,796 77,795 65,885 11 378,083
％ 40.89 21.11 20.58 17.43 0.00 100
[Bidang Imigrasi 2010]
台湾に来て 1年が経ち, 大学で教員は英語と中国語の両方を使っている。臺灣科技大學には
100人位のインドネシア人の留学生がいる。台湾には華人 (Overseas Chinese) のインドネシ
ア人も含めて, 2000人位のインドネシア人留学生がいる。そのなかで1,000人位がムスリム
である。インドネシア人の留学生団体として, 華人の留学生が中心になって在台湾インドネ
シア学生連合 (Persatuan Pelajar Indonesia di Taiwan, 略称は PERPITA) が先に設立された。
この団体とは別に, 後にインドネシア留学生協会 (Perhimpunan Pelajar Indonesia di Taiwan,




は, 周囲にムスリムはいなくて, 少しだけ「闘い (perjuangan)」が必要になる。しかし, キャ
ンパス内にはハラール食堂 (kantin halal) もあるし, またインドネシア人学生のために礼拝
所 (tempat sholat) も用意されている。要は, インドネシアにいた時と, 台湾に来た後で,
自身の信仰心にそれほどの違いはない。この点で, イスラームのことを知らない雇用主
(majikan) の下で働くインドネシア人労働者 (TKI＝Tenaga Kerja Indonesia) と留学生は違
う。インドネシア人労働者は「闘い」が必要になる。豚肉を無理やり食べさせられた女性労

















会 (Persatuan Pelajar Indonesia Jepang) が組織されている。この協会は, さらに各地方支部に分かれ
ている。また, 各国にあるインドネシア留学生協会が合わさった世界インドネシア留学生協会








３で詳述) の役員 (Pengurus) の 1 人に名前を連ねている。
２－３ 結婚移民
「２－１移住労働者」で説明した外国人労働者が台湾に流入した移民の第一波だとすると,
女性の結婚移民が第二波といえる [Tseng and Lin 2014 : 13]。地方の農村部の男性とか, 工
場労働者など, 社会経済的に比較的恵まれていない台湾男性の結婚難に伴い, 1990年代以降,
台湾人と結婚する中国と東南アジア出身の女性が急増した [Tseng and Lin 2014 : 1415, 徐
2014]。台湾における国際結婚のピークは, 2003年で, その年の全婚姻件数の31.86％, つま
り54,634件が国際結婚である。その内, 89.02％が台湾男性と外国籍女性との結婚件数であ
る。外国人配偶者の出身地域をみると, 全国際結婚件数の31.76％が東南アジア出身者との
結婚である (件数の63.49％が香港・マカオを除いた中国出身者) [Tseng and Lin 2014 : 14]。
統計上, この数字には男女双方が含まれているが, 上で示したようにそのほとんどが台湾男
性と結婚した女性である。2015年11月現在, 婚姻により台湾に移住してきた女性と男性の総
数 (台湾国籍を取得した者と外国籍を保持した者の合計) は, 509,363人 (男性が39,531人
で7.76％, 女性が469,832人で92.24％) であり, そのなかで中国出身者 (香港・マカオを含
む) が343,790人で, それ以外の国の出身者が165,573人である。台湾男性と結婚した外国籍
女性に限ると, 中国以外の国の出身者のなかで 1位がベトナム人で92,633人, 2 位がインド
ネシア人で28,085人, 3 位がフィリピン人で7,733人, 4 位がタイ人で5,814人, 5 位がカン
ボジア人で4,280人となっている14) [中華民國政部政司 2015]。
民族に関する統計がないので明言はできないが, 台湾男性と結婚した東南アジア出身者の
なかで, 各国の華人系女性の比率が高いと考えられる [Cheng 2014 : 135]。これは台湾男性






















台湾のインドネシア人ムスリムを代表する組織として, KMIT (Keluarga Muslim Indonesia
di Taiwan, 在台湾インドネシア・ムスリム家族) が2007年に創立された｡「同じ運命と責任
という感情にもとづき (Dilandasi atas rasa senasib sepenanggungan)｣, インドネシア人移住
労働者だけでなく留学生の団体も含めて, 台湾に存在するすべてのイスラーム団体を覆う
「傘 (payung)」となる団体である15)。台北・台中・台南・高雄など台湾各地にあるインド
ネシア人のムスリム団体の一つが中市にある FOSMIT (Forum Silaturahmi Muslim
Indonesia Taiwan, 台湾インドネシア・ムスリム親睦フォーラム) である16)。KMIT は統括団
体であり, 実際の諸活動は FOSMIT のような地域に基盤をもったインドネシア人ムスリム
団体が担っている。FOSMIT の目的は, イスラームの教えに基づきインドネシア人ムスリ
ムの相互親睦のための組織であり, 同時に労働者の啓発活動 (membina pekerja) も行ってい
る。FOSMIT の正規のメンバーは男性の工場労働者を中心に, 30～40人位である。中の
ある桃園県 (現在は桃園市) には工場が多いのでインドネシア人の男性労働者が数多く働い
ている。FOSMIT の定期活動としては毎月第 3 日曜日に集まってイスラーム講話
(pengajian) を開催している。女性も参加しているが, 決まった日に休日が取れる男性の工
異郷に「ホーム」を作る 221
15）以下のような FOSMIT のウェブサイトによる。“Dilandasi atas rasa senasib sepenanggungan,
beberapa organisasi muslim yang tersebar di Taiwan, mendirikan sebuah organisasi yang diharapkan bisa
menjadi payung tertinggi semua organisasi muslim di Taiwan, baik yang dibentuk oleh Buruh Migran
Indonesia (BMI) Taiwan, maupun oleh Mahasiswa Muslim yang sedang menuntut ilmu di Taiwan.”
(http://kmitw.org/tentang-kami.html, 最終確認2013年 2 月27日)
16）おもに2010年 2 月 1 日に中モスク (中龍岡清真寺) において FOSMIT の会長であり, 同時に
KMIT の会長 (初代と三代目の会長) も兼ねていた男性から聞いた話に基づいている。なお,




FOSMIT は, 毎年「大布教活動 (Tabligh Akbar)」を開催して数千人のインドネシア人労
働者を集める17)。その際, 中の龍岡モスクではスペースが限られているので, 一般の学校
を会場に使うことが多い。2010年10月17日には「大布教活動」が中市で開かれた。その時,
ゲストとして招かれた Aa Gym というイスラーム説教師 (pendakwah) は, インドネシアの
テレビにしばしば出ている有名な人物である。また, 2011年 2 月 6 日に旧正月 ( 2 月 3 日)
の後の休日を利用して,「大布教活動と国のための祈り (Tabligh Akbar dan Doa untuk
Negeri) を中市内にある中学校を会場として実施された。このようなイスラーム集会でイ
ンドネシアから宗教指導者を招くだけでなく, 歌手やバンドを呼ぶことが普通である。箱





KMITの下にあるムスリム団体とその他のインドネシア人の組織が協力して, 2012年 8 月
19日の断食明けのイドゥル・フィトリ (Idul Fitri) の時に台北中央駅で断食明けの集団礼拝
(Sholat Ied) を実施した。KMITのほかに, 主催者として, FORMMIT (留学生のムスリム
団体, 次節で説明) と, MTYT (Majelis Taklim Yasin Taipei, 在台北タクリム・ヤシン委員
会), PCI NU Taiwan (Pengurus Cabang Istimewa NU Taiwan, ナフダトゥル・ウラマ台湾特
別実行支部)18), KDEI (インドネシア経済貿易代表処), IPIT (Ikatan Pekerja Indonesia di
Taiwan, 台湾インドネシア労働者連合) の名前がポスターに挙げられている。集団礼拝の後,
台北中央駅の近くの公園でインドネシア人向けの企業が資金を出して, インドネシアからダ
ンドゥット19)の 3 人組女性グループ Trio Macan を呼び, コンサートが開かれた。ポスター








18）ナフダトゥル・ウラマ (Nahdatul Ulama,「ウラマの覚醒｣, 略称は NU) は, 1926年にインドネシア
の東ジャワで結成された保守派のムスリム団体である。ナフダトゥル・ウラマは改革派のムハマディ






シア人留学生のなかでムスリムが集まって FORMMIT (Forum Mahasiswa Muslim Indonesia
di Taiwan, 在台湾インドネシア・ムスリム学生フォーラム ) が結成された。メンバーは200～
250人位である。 1 年に 1 回か 2 回, 総会が開催される。台湾各地からインドネシア人留学
生が集まるのは難しいので, FORMMIT は台湾全体を 5 つの地区に分けて, 地区単位で平
常の活動を行っている。FORMMIT の活動は, 国際会議担当 (日本など台湾以外の国のイ
ンドネシア留学生を招いて会議を開く), ディスカッション担当, メディア担当, 財政担当,
広報担当, 啓発活動担当, SPM (Syiar Pelayanan Masyarakat, 社会サービス広報) などの部
門に分かれて, 活動を実施している。このなかで SPMがインドネシア人労働者 (TKI) を対
象とした活動を実施している。問題を抱えた外国人労働者向けのコール・センターを持って
いる。台湾の労働省が行なっているコール・センターの番号1955に電話しても何の対応がな
い時, SPMに連絡してくる。また, 各地区のイスラーム講話 (pengajian) の時に, 問題を抱
えているインドネシア人労働者の相談を受けることがある。このような時に, SPMのメン
バーの何人かが, その労働者のために働くことになる。法律上の問題で自分たちでは埒が明






台湾にあるモスク (中国語で清真寺, インドネシア語で mesjid または masjid) は以下の
7つである。台北市には, 台北グランド・モスク (台北清真寺, 1960年創建) と台北文化モ
スク, 桃園市には中区の龍岡モスク (龍岡清真寺) と大園区22)のアト・タクワ・モスク
(Masjid At-Taqwa, 2013年創建), 台中市には台中モスク (台中清真寺), 台南市には台南モ
スク (台南清真寺), 高雄市には高雄モスク (高雄清真寺) がある。このなかで, アト・タ
クワ・モスクは後で述べるようにインドネシア人が創建したモスクであるが, それ以外の６




21）おもに2012年 8 月13日に台北のグランド・モスクで会った FORMMITの会長であるマルディ (２－
２で取り上げた) とのインタビューで聞いた話にもとづいている。
22）2014年 8 月に調査した段階では桃園県大園郷だったが, 後に桃園県が直轄市となり, 桃園市大園区
になった。















筆者が中の龍岡モスクを初めて訪ねたのは2010年 2 月 1 日のことである。そこで, 当時
FOSMIT の会長であり, 同時に KMITの会長 (初代と三代目の会長) も兼ねていた男性ラー
マン (仮名)23) と会い, この二つの団体を始めとして台湾のインドネシア・ムスリム団体の




完成した。モスクのためにムスリムの 8～ 9家族が寄付を集め, 390坪 (ping) の敷地を買っ
た。当時のモスクは100人位が入れる広さだった。1982年頃から建物が古くなり雨漏りがす
るようになったため, 恒久的な建物を建てることにして, 1989年に現在のモスクが完成した。
このモスクに登録されているムスリムの数は, 314家族である。桃園市 (以前は桃園県) 一











このモスク (正式には財団法人龍岡清真寺) の董事長は 4年ごとに交代することになってい
る。インフォーマントの馬氏は第 7期の董事長に選ばれた。第 8期の董事長に選ばれた人は,





































ネシア人ムスリムのための活動を展開している。その一例として, 2011年 2 月 3 日 (春節の
休暇中) に開催された「書くために闘い, 闘うために書く (Berjuang untuk Menulis, Menulis
untuk Berjuang)」という FOSMIT と FORMMIT の 協力で開かれた作文講習会の概要を紹
介する (詳細は小池 [2013] 参照)。参加者はインドネシア人労働者と留学生で, 合計約20
人であった。講習会の概要は以下の通りである。最初に FOSMIT のスタッフである男性労
働者がクルアーンの一節を朗誦し, つづいてラーマンが FOSMIT の会長として開会の挨拶
をした。そのなかで「台湾で働きながら, 私たちは学問も求めよう (Kita menuntut ilmu,
sambil bekerja di Taiwan)｣, また「カラオケだけでなく勉強して欲しい, この機会を生かし
て欲しい」という内容の挨拶であった。次に, インドネシアのジョクジャカルタに住む男性
講師 (イスラーム関係の本の著者) によるスカイプを使った講義「紙の上で踊る：忙しさは
書くための障害にならない (Menari di Atas Kertas : Sibuk bukan Halangan untuk Menulis)｣
が始まった。昼食後, すでに台湾の出版社から短編小説集を出版している女性労働者ジェ
ニー・エルフィナ ( Jenny Erivina)27) による「書くことを誰も恐れることはない (Menulis
siapa takut)｣ という彼女自身の経験も交えた講演があった。その後, 参加者各自が短編小説
桃山学院大学総合研究所紀要 第43巻第１号226
27）これは出版された短編集,『少女は処女でない (Gadis Bukan Perawan)』で使われているペン・ネー
ムである。
(cerpen) を書き, その後 3つのグループ (女性 2グループと男性 1グループ) に分かれて,
それぞれが書いた内容について互いにディスカッションした。それをジェニーやインドネシ
ア語誌『インド・スアラ ( Indo Suara)』28) の編集長などゲスト講師が入ってアドバイスする
形で講習会が進んだ。参加者が書いた作品から優秀作が選ばれ, それが読み上げられた。最
後は, スタッフによる講習会の講評があり, 全体で 5時間程度の講習会が終了した。
この講習会には, ４つの立場の人が関わっている。主催者であり準備を担当した FOSMIT
の労働者スタッフ, そして FORMMIT の学生スタッフ, 講師として招かれた『インド・ス
アラ』の関係者, 最後に受講者であるインドネシア人の移住労働者である。FOSMIT のス
タッフは男性労働者で学歴は高校卒が多い。それに対して FORMMIT のスタッフの多くは
女性の留学生 (学部レベルと大学院レベル) で, このような講習会を進める上での知識や経







スリムが集まって金曜礼拝が行われるし, また, 土曜日と日曜日には子どもたち向けに, ア
異郷に「ホーム」を作る 227
28）雑誌名の意味は「インドネシア人の声」である。おもに台湾で働くインドネシア女性向けに2006年
















創建されたものである。インドネシア女性シティ (仮名) と, その夫である台湾男性 (ムス
リムに改宗) が中心となり, インドネシア人労働者から寄金を集め, アト・タクワ・モスク
が2013年 6 月 9 日に正式に竣工した [Retno 2014 : 17]。モスクは大園の工業地帯の一画にあ
る。敷地の右端にモスクがあり, その入り口の上には, 上から中国語 (大園清真寺) とアラ
ビア語, インドネシア語 (Masjid At-Taqwa) で名称が書かれている。モスクの 1階が男性用
の空間で, ２階が女性用の空間になっている。モスクの隣が浄めの場 (インドネシア語で













30）2014年 8 月23日にアト・タクワ・モスクで調査した時, シティとその夫はインドネシアに出かけて
いて, 留守だった。そのため, モスクにいたインドネシア人の宗教関係者などからモスク創建の経緯
などを聞いた。また, Retno [2014] も参考にしている。
代金 (260万 NTD) と建築費 (640万 NTD) を合計して900万 NTD (約3240万円) もの経費
が掛かった。まだ土地代が借金として残っているため, このモスクで色々なイスラームのイ
ベントを企画して寄金を集めている。







仕事が終わった後, バイクで来てマグリブ (夕方) の礼拝をモスクでするのが日課になって
いるという。
このモスクでは, 毎週土曜日の夜に近隣の工場で働くインドネシア男性の労働者が集まっ
てヤシン31)朗誦会 (Yasinan または Pembacaan Surat Yasin) が開かれている。ヤシン朗誦会
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写真３ アト・タクワ・モスクの入口
31）ヤシン (辞典の表記ではヤースィーン) は『クルアーン』の第36章で, アッラーの啓示の核心部分
を説く重要な章である [大塚ほか 2002：1016]。
は, ムスリム一般というよりも, インドネシア人ムスリム, とくに東ジャワ州で影響力をも
つナフダトゥル・ウラマ系のムスリムが頻繁に実践するものである [Retno 2014 : 69]。筆者
が調査した日は土曜日だったので, その様子を最初から観察することができた。ヤシン朗誦




あり, 続いて, ここのイマームがヤシンの朗誦を始め, それに合わせて参加者全員 (合計18






のように, ルバナで演奏し, ヤシンの章句を唱え, そしてジャワ語で語られる説教を聞いて
いた。また, 朗誦会の前には, 隣の食堂でインドネシアの料理を食べていた。このモスクの
室内は, 彼らにとって「ホーム」と呼べるような空間になっていた。もちろん筆者が調査し
た日は限られた人数の男性参加者しかいなかったが, 毎週金曜日の礼拝や, 断食月 (ラマダ





拝に参加することができないインドネシア女性もモスクに集まってくる ( 2 階が女性のため
の礼拝の空間となっている)。このアト・タクワ・モスクは, インドネシア人労働者にとっ
て「ホーム」となっている。
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“Home-making” in Taiwan :
Indonesian Muslims’ Activities
KOIKE Makoto
This is the second report of the Research Project titled “Interdisciplinary Study of Mutual
Cultural Exchange between Japan and Indonesia,” which was supported by the Research Institute
of St. Andrew’s University from 2013 to 2015. The aim of this paper is to examine how Muslim
migrant workers from Indonesia have made their ‘homes’ in Taiwanese cities. The concepts of
‘home’ and ‘home-making’ have been influenced by the discussion in Migrants of Identity :
Perceptions of Home in a World of Movement edited by Rapport and Dawson (1998). In terms of
globalization, Taiwanese society has changed drastically since the early 1990s as a result of two
major streams of migrants. The first wave of migrants consisted of contract workers from
Southeast Asian countries. These workers were mainly Thais and Filipinos, but they were fol-
lowed by Indonesians from the 2000s and soon surpassed by them in numbers. Over 80％ of the
Indonesian workers, numbering 154,596 in 2010, are women who look after the elderly as care-
givers and live in their employers’ homes. The second wave consisted of Chinese and Southeast
Asian women who married local Taiwanese men. Two thirds of the marriage migrants are from
Mainland China, and the rest are mostly from Southeast Asian countries, such as Vietnam,
Indonesia and Thailand. Also, there are Indonesian students, whose number is much less than the
above-mentioned Indonesian migrants. Most Indonesian workers and students living in Taiwan
are Muslim. Based on Islamic beliefs and teachings, they have formed Muslim organizations to
conduct religious and social activities aimed at mutual aid, helping other Indonesian workers fac-
ing serious problems. Worker and student organizations sometimes cooperate with each other to
hold training courses for Indonesian female care workers. Focusing on two mosques in Taoyuan
city, Longgang Mosque in Zhongli district and At-Taqwa Mosque in Dayuan district, this paper
discusses how Indonesian Muslims have made their ‘homes’ despite being aliens in Taiwan.
Longgang Mosque was built in 1964 by Taiwanese Muslims who originally came from Yunnan,
China. One of the Indonesian Muslim organizations, FOSMIT, uses a vacant room in the mosque
to conduct its religious activities. Though the mosque is the core of Islamic identity for
Taiwanese Muslims living in Zhongli, Indonesians use the mosque as their ‘home,’ where they in-
timately talk with each other in their native language and eat their favorite foods. In 2013 At-
Taqwa Mosque was built by a former Indonesian worker and her Taiwanese husband, who
converted to Islam when he got married. Many Indonesian workers donated money to build the
mosque. On August 23, 2014, when I interviewed some of the staff members of the mosque, after
a performance of Javanese Islamic music with rebana (a Malay tambourine), a recitation of Yasin
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verse from the Al-Qur’an was performed, with a total of eighteen Indonesian workers in atten-
dance. Because most of the attendants were from East Java, at the end of the ceremony, an
Islamic leader (ustad) gave an Islamic sermon in Javanese, not Indonesian. The mosque became
a ‘home’ filled with a Javanese atmosphere. Indonesian Muslims in Dayuan have succeeded in
making their own ‘home.’
